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（
デ
ィ・
ラ
イ
ト
）、「
C
R
今
日
も
カ
ツ
丼
」

（
豊
丸
産
業
）
を
発
売
。
メ
ー
カ
ー
の
開
発

動
向
は
、
目
に
見
え
て
活
発
化
し
て
い
る
。

「
た
だ
し
、
客
観
的
に
見
る
と
、
市
場

の
評
価
は
決
し
て
高
い
と
い
え
な
い
」
と

す
る
の
は
、
ダ
イ
コ
ク
電
機
の
成
田
晋
治

上
席
講
師
。

「
当
社
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
変
則
機
10

機
種
の
う
ち
、
稼
働
貢
献
が
10
週
を
超
え

た
機
種
は
3
機
種
の
み
で
、
平
均
稼
働
貢

献
は
9
・
8
週
。
2
0
1
5
年
の
22
・
1
週
、

2
0
1
6
年
の
11
・
7
週
、
2
0
1
7
年
の

13
・
7
週
と
い
っ
た
、
パ
チ
ン
コ
全
体
の
総

合
稼
働
貢
献
週
と
比
較
す
る
と
、
厳
し
い

見
方
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

ま
た
、
稼
働
貢
献
37
週
の
「
餃
子
の

王
将
3 

7
0
0
0
」
か
ら
、
同
2
週
の

「
ジ
ェ
ッ
ト
ア
ロ
ー
Ⅱ
号
γ
」
ま
で
、
極

端
に
バ
ラ
つ
い
た
稼
働
状
況
か
ら
、
ジ
ャ

ン
ル
で
は
な
く
、
個
別
機
種
の
支
持
層
が

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
中
心
と
分
析
。「
ジ
ャ
ン

ル
と
し
て
、
確
固
た
る
地
位
を
獲
得
し
た

と
は
い
い
が
た
い
」
と
の
認
識
を
示
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
2
0
1
5
年

時
点
で
0
・
1
%
だ
っ
た
市
場
シ
ェ
ア
率
は

現
在
、
1
・
5
%
。
15
倍
ア
ッ
プ
し
た
こ
と

に
、
あ
る
種
の
ジ
ャ
ン
ル
感
が
醸

じ
ょ
う
せ
い成さ
れ

つ
つ
あ
る
点
は
、
否
定
で
き
な
い
と
も
。

「
低
い
と
は
い
え
、
そ
の
伸
び
は
倍
々
。

『
天
龍
∞
』
の
貢
献
週
が
10
週
を
超
え
た

こ
と
と
い
い
、
ホ
ー
ル
に
も
ユ
ー
ザ
ー
に

も
、
変
則
機
の
ゲ
ー
ム
性
が
浸
透
し
て

き
た
こ
と
は
確
か
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

シ
ェ
ア
の
低
さ
は
他
店
と
差
別
化
を
図
る

確
実
に
広
ま
る
認
知
度

シ
ェ
ア
は
4
年
で
15
倍

ク
ル
ー
ン
役
物
に
代
表
さ
れ
る
、
大
当

た
り
抽
選
に
ア
ナ
ロ
グ
要
素
が
か
ら
む
変

則
機
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
全
盛
の
時
代
に

あ
っ
て
、
今
一
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て

い
る
の
が
実
情
だ
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
7
年
か
ら
続
く
シ

リ
ー
ズ
最
新
作
「
C
R
餃
子
の
王
将
3
」

（
豊
丸
産
業
）
が
2
0
1
5
年
に
市
場
導

入
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、“
蘇

よ
み
が
え

っ
た

一
発
台
”
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
「
C
R

天
下
一
閃
」（
大
一
商
会
）
が
2
0
1
6

年
に
、「
天
下
一
閃
」
と
同
様
、
デ
ジ
タ

ル
抽
選
を
排
し
た
「
C
R
ジ
ェ
ッ
ト
ア

ロ
ー
Ⅱ
号
γ
」（
ジ
ェ
イ
ビ
ー
）
と
「
C
R 

G
o
G
o
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
2
0
0
0
」

（
A-g
o
n
）
の
2
機
種
が
2
0
1
7
年

に
相
次
い
で
市
場
に
導
入
。

さ
ら
に
2
0
1
8
年
、
3
段
ク
ル
ー
ン

搭
載
の
「
C
R
天
龍
∞
」（
マ
ル
ホ
ン
工

業
）
が
、
そ
の
新
奇
な
ゲ
ー
ム
性
で
ユ
ー

ザ
ー
の
耳じ

も
く目

を
集
め
た
。

2
0
1
5
年
10
月
～
2
0
1
8
年
1
月

に
か
け
て
発
売
し
た
、
1
回
の
大
当
た
り

で
2
0
0
0
個
前
後
の
出
玉
が
獲
得
で
き

る
変
則
機
は
、
7
機
種
。
ス
ペ
ッ
ク
替
え

の
シ
リ
ー
ズ
機
を
含
め
れ
ば
、
10
機
種
に

及
ぶ
。

2
0
1
8
年
5
月
以
降
も
、
ア
ナ
ロ
グ

抽
選
を
搭
載
し
た
機
種
と
し
て
、「
C
R 

R
A
I
Z
I
N
M
A
N
」（
A-

g
o
n
）、

「
C
R
犬
夜
叉
J
U
D
G
E
M
E
N
T
∞
」

変則機の
可能性

デジタル機一辺倒への反発か。玉の動きを楽しむ、本来の楽しさへの回帰か。
アナログ抽選を搭載した、いわゆる変則機市場がにわかに盛り上がりを見せている。

シェア率こそまだわずかだが、導入機種は年を追うごとに増加。
なぜ今、変則機なのか？　そして、ホールはどのように扱うべきなのか？
多数の関係者の声から、変則機を取り巻く現状と可能性をレポートする。

特別レポート
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上
で
は
最
適
。
数あ
ま
た多
の
デ
ジ
タ
ル
機
の
中

で
、
ス
パ
イ
ス
的
な
存
在
と
し
て
活
用
す

れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
る
の
で
は
」
と
の

見
解
を
述
べ
た
。

熟
達
の
コ
ン
サ
ル
も
予
測
不
能

な
ぜ
若
者
受
け
す
る
の
か
？

で
は
、
変
則
機
は
ど
の
層
に
、
ど
の
よ

う
な
理
由
で
支
持
さ
れ
、
そ
し
て
、
今
後
、

ど
ん
な
機
種
が
受
け
る
の
か
。

成
田
氏
は
、把
握
す
べ
き
特
徴
と
し
て
、

20
～
30
代
の
若
年
層
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
を
挙
げ
る
。

「
変
則
機
は
、
年
配
層
の
需
要
が
高
い

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
50
～
60
代

の
比
率
は
驚
く
ほ
ど
低
い
。
特
に
『
天
龍

∞
』
は
、
若
年
層
が
メ
ー
ン
。
こ
れ
は
予

測
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

ゲ
ー
ム
性
が
単
純
で
、
あ
る
程
度
の
知

識
が
あ
れ
ば
、台
の
選
定
が
し
や
す
い
点
。

そ
し
て
、
当
た
れ
ば
必
ず
、
一
定
量
の
出

玉
が
獲
得
で
き
る
点
。
そ
れ
が
、
勝
ち
に

こ
だ
わ
る
若
者
に
、「
パ
チ
ス
ロ
の
ノ
ー

マ
ル
タ
イ
プ
」
と
同
様
の
感
覚
で
受
け
止

め
ら
れ
た
の
で
は
と
推
測
す
る
。

一
方
、「
勝
ち
方
も
負
け
方
も
明
確
な

点
」
を
特
長
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
ホ
ー

ル
の
コ
ン
サ
ル
事
業
を
手
掛
け
る
T
K
C

の
髙
橋
正
人
社
長
だ
。

「
ど
う
な
れ
ば
勝
ち
な
の
か
、
止
め
ど

き
は
い
つ
な
の
か
。
台
間
P
O
P
を
見
て

も
理
解
で
き
な
い
」
と
、
昨
今
の
液
晶
機

が
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
。
結
果
的
に
勝

て
て
も
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、“
な
ぜ
出
玉

が
出
た
の
か
が
理
解
で
き
な
い
機
種
”
の

リ
ピ
ー
タ
ー
に
は
な
ら
な
い
と
髙
橋
氏
。

そ
れ
は
、
負
け
方
が
理
解
で
き
な
い
こ
と

と
同
義
だ
か
ら
だ
。

V
に
玉
が
入
っ
た
か
ら
勝
て
た
。
役
物

の
中
に
全
然
、
玉
が
入
ら
な
か
っ
た
か
ら

負
け
た
。
勝
敗
が
シ
ン
プ
ル
ゆ
え
の
“
納

得
感
”
が
、
一
定
の
層
に
支
持
さ
れ
る
理

由
だ
ろ
う
と
語
る
。

こ
の
“
納
得
感
”
の
扱
い
が
今
後
、
変

則
機
を
使
う
上
で
重
要
に
な
る
。

「
現
在
、
変
則
機
は
、
ア
ナ
ロ
グ
抽
選

を
経
て
デ
ジ
タ
ル
抽
選
に
移
行
す
る
『
餃

子
の
王
将
』
タ
イ
プ
、
そ
の
逆
の
『
極
閃

ぱ
ち
ん
こ
C
R
う
し
お
と
と
ら
』
タ
イ
プ
、

そ
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
抽
選
の
み
の
『
天
下

一
閃
』
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
が
、『
う
し

お
と
と
ら
』
タ
イ
プ
は
現
状
、
市
場
の
反

応
が
厳
し
い
」
と
は
、
両
氏
共
通
の
意
見
。

パ
チ
ン
コ
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、「
液

晶
の
図
柄
ぞ
ろ
い
」
は
、
出
玉
に
直
結
す

る
絶
対
的
な
存
在
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
ナ
ロ
グ
抽
選
に
外
れ
て
出
玉
に
つ
な
が

ら
な
い
と
な
る
と
、打
ち
手
は
“
納
得
感
”

を
失
う
。

高
評
価
す
る
。

全
国
に
45
店
舗
（
P-

W
O
R
L
D
調

べ
）
に
し
か
な
い
普
通
機
「
C
R
コ
ス
モ

ア
タ
ッ
ク
7
A
0
4
」（
愛
喜
）
を
2
台

設
置
す
る
な
ど
、変
わ
り
種
の
機
種
を“
心

意
気
”
と
語
る
通
り
、
同
店
で
は
「
餃
子

の
王
将
3 

7
0
0
0
」「
天
龍
∞
」
を
12

台
ず
つ
、「
C
R
う
し
お
と
と
ら
」
を
7

台
設
置
。
こ
れ
は
、
パ
チ
ン
コ
設
置
台
数

6
2
4
台
の
約
5
％
に
当
た
る
。

店
舗
平
均
よ
り
や
や
高
粗
利
（
玉
利

27
～
28
銭
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
客
離
れ
が
起
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

「『
餃
子
の
王
将
3 

7
0
0
0
』『
天
龍
∞
』

と
も
に
1
回
の
当
た
り
が
約
7
0
0
0
発
、

し
か
も
、
前
者
は
保
留
連
チ
ャ
ン
も
あ

り
、
1
回
の
当
た
り
が
描
く
見
せ
場
が
良

く
、
荒
い
機
種
を
好
む
土
地
柄
に
う
ま
く

ハ
マ
っ
た
感
じ
で
す
」
と
島
田
氏
。

「
天
龍
∞
」
導
入
時
に
「
餃
子
の
王
将

3 

7
0
0
0
」
の
稼
働
が
低
下
し
た
こ
と

で
、
変
則
機
ユ
ー
ザ
ー
は
エ
リ
ア
内
の
固

定
層
と
見
る
同
店
。
自
店
の
他
機
種
よ
り
、

他
店
の
同
機
種
と
の
比
較
が
“
選
ぶ
基
準
”

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
他
店
に
負
け
な

い
よ
う
な
運
用
を
心
が
け
て
い
る
。

以
前
設
置
し
て
い
た
「
天
下
一
閃
」

（
12
台
）
も
売
却
は
せ
ず
、
し
か
る
べ
き

と
き
に
再
設
置
す
る
つ
も
り
と
明
か
す
よ

う
に
、変
則
機
に
期
待
を
か
け
る
島
田
氏
。

だ
か
ら
こ
そ
、
新
台
の
導
入
に
は
慎
重
に

な
る
部
分
も
多
い
と
い
う
。

「
た
と
え
ヒ
ッ
ト
機
種
の
後
継
機
で
も

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
意
識
は
捨
て
、
個
々

「
ゲ
ー
ム
性
自
体
は
、
変
則
機
の
可
能

性
を
広
げ
る
斬ざ

ん
し
ん新

な
モ
ノ
。
し
か
し
、
運

用
に
失
敗
し
た
ホ
ー
ル
の
多
く
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
機
と
混
在
し
た
こ
と
で
、“
納
得

感
”
の
喪そ

う
し
つ失
を
助
長
し
て
し
ま
っ
た
。
要

は
、
使
い
方
次
第
」
と
髙
橋
氏
。

逆
を
い
え
ば
、
ホ
ー
ル
が
ユ
ー
ザ
ー
の

“
納
得
感
”
を
う
ま
く
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
が
、
成
否
の
カ
ギ
。
例
え
ば
、

P
O
P
な
ど
で
、
ゲ
ー
ム
フ
ロ
ー
を
説
明

す
る
の
は
当
然
と
し
て
、「
ど
こ
に
入
る

と
ゴ
ー
ル
な
の
か
」「
何
発
獲
得
で
き
る

か
」
と
い
っ
た
出
玉
に
直
結
す
る
情
報
を

最
大
限
、
強
調
す
る
の
も
手
だ
ろ
う
。

10
台
以
上
の
設
置
店
に
み
る

変
則
機
の
使
い
方

実
際
に
変
則
機
を
運
用
す
る
ホ
ー
ル
側

の
意
見
は
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

キ
ン
グ
観
光
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
名

古
屋
市
の
「
キ
ン
グ
観
光
サ
ウ
ザ
ン
ド
栄

若
宮
大
通
店
」
で
、
台
選
定
を
差
配
す
る

島
田
航
ブ
ロ
ッ
ク
長
。「
性
能
的
に
は
辛
目

だ
が
、
稼
働
も
利
益
も
し
っ
か
り
と
れ
る

台
」
と
「
餃
子
の
王
将
3 

7
0
0
0
」
を

成田上席講師

髙橋社長
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が
主
体
」
と
話
す
の
は
、
森
雄
太
営
業
部

ス
ト
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

そ
の
言
葉
通
り
、
顧
客
の
多
く
が
一
見

客
。
昼
ま
で
閑か

ん
さ
ん散
と
し
て
い
た
島
が
、
夕

方
に
は
入
れ
替
わ
り
で
客
が
つ
き
始
め
、

10
時
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
10
台
中
8
台
が

稼
働
す
る
状
況
も
日
常
的
だ
と
い
う
。

「
一
定
の
投
資
金
額
で
、
短
時
間
勝
負

が
で
き
る
変
則
機
は
、
自
店
の
よ
う
な
オ

フ
ィ
ス
街
の
店
舗
に
と
っ
て
、
夜
か
ら
の

稼
働
を
支
え
る
貴
重
な
機
種
。
終
日
フ
ル

稼
働
は
導
入
当
初
か
ら
念
頭
に
入
れ
て
お

ら
ず
、
夜
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
純
粋
な
勝
負
台

と
し
て
、
割
り
切
っ
て
使
っ
て
い
ま
す
」

も
っ
と
も
、
こ
の
運
用
は
、「
天
下
一

閃
」
の
高
稼
働
の
実
績
が
あ
っ
て
こ
そ
の

話
。
店
自
体
が
変
則
機
に
対
し
て
、“
打

て
る
”
イ
メ
ー
ジ
を
培

つ
ち
か

っ
て
こ
な
け
れ

ば
、
導
入
し
て
も
集
客
は
厳
し
い
の
で
は

と
私
見
を
語
っ
た
。

3
台
以
下
の
設
置
店
は

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
島
育
成
を

で
は
、先
に
紹
介
し
た
2
店
舗
と
違
い
、

設
置
台
数
が
4
台
未
満
の
ホ
ー
ル
は
、
ど

う
変
則
機
を
生
か
せ
ば
い
い
の
か
。

髙
橋
氏
は
、「
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
」
を
提

唱
す
る
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
た
と
え
、
自
分
が
勝
て

な
く
と
も
周
囲
が
出
て
い
れ
ば
、
間
接
的

に
し
ろ
、
勝
ち
の
体
験
を
得
る
。
3
台
以

下
の
変
則
機
が
運
用
に
失
敗
す
る
理
由

は
、
こ
の
“
大
当
た
り
の
体
感
”
が
少
な

い
こ
と
だ
と
髙
橋
氏
。

「
並
び
で
打
っ
て
誰
も
出
て
い
な
い
。
当

然
、
他
機
種
で
も
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
起
こ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
3
1
9
分
の
1
の
デ
ジ
パ
チ
以
上

に
発
生
し
や
す
く
、
派
手
な
演
出
も
少
な

い
変
則
機
で
は
印
象
を
悪
く
し
ま
す
」

そ
こ
で
今
後
、
導
入
す
る
変
則
機
に

合
わ
せ
て
、「
天
龍
∞
」「
餃
子
の
王
将
」

「
天
下
一
閃
」
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
2
～
3

台
ず
つ
。
4
機
種
で
コ
ー
ナ
ー
を
構
成
す

る
方
法
を
提
案
。

「『
天
龍
∞
』
を
除
け
ば
現
状
、
中
古
価

格
が
安
く
、
入
手
し
や
す
い
点
。
あ
る
程

度
、“
大
当
た
り
の
体
感
”
を
演
出
し
や

す
い
点
。
何
よ
り
、
変
則
機
は
ア
ナ
ロ
グ

抽
選
の
共
通
性
で
関
連
付
け
が
し
や
す

く
、
長
期
の
島
育
成
が
し
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
」

本
気
で
自
店
に
変
則
機
を
根
付
か
せ
る

な
ら
、
メ
ー
カ
ー
の
開
発
が
積
極
化
す
る

今
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
。

回
顧
趣
味
に
は
と
ど
ま
ら
ず

変
則
機
は
進
化
の
た
だ
中
に

こ
こ
か
ら
先
は
、
作
り
手
・
メ
ー
カ
ー

の
ゲ
ー
ム
性
を
し
っ
か
り
把は
あ
く握
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

「
キ
ン
グ
観
光
サ
ウ
ザ
ン
ド
栄
若
宮
大

通
店
」
の
場
合
、
稼
働
は
地
元
ユ
ー
ザ
ー

中
心
だ
っ
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
流
動
性
が

激
し
い
、都
心
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

永
森
商
事
が
運
営
す
る
「
ジ
ャ
ラ
ン
五

反
田
店
」
は
、
都
営
浅
草
線
・
五
反
田
駅

よ
り
徒
歩
1
分
の
場
所
に
あ
る
駅
前
型
。

以
前
、
7
台
導
入
し
て
い
た
「
天
下
一

閃
」
の
平
均
ア
ウ
ト
が
約
5
万
発
を
維
持

す
る
な
ど
、
変
則
機
の
運
用
に
は
実
績
の

あ
る
同
店
。
現
在
、
4
5
6
台
の
パ
チ
ン

コ
機
の
約
2
％
に
あ
た
る
10
台
の
「
天
龍

∞
」
を
、4
パ
チ
の
メ
ー
ン
に
設
置
す
る
。

「『
天
下
一
閃
』
の
5
万
発
稼
働
も
夕
方

過
ぎ
か
ら
の
伸
び
で
確
保
し
て
い
た
よ
う

に
、
自
店
の
変
則
機
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
客

の
意
見
を
ま
と
め
て
い
こ
う
。

「
こ
の
数
年
来
、
当
社
代
表
・
市
原
高
明

が
絶た

え
ず
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
の
一
つ

に
、『
多
種
多
様
な
ゲ
ー
ム
性
』
が
あ
り

ま
し
た
」

そ
う
語
る
の
は
、「
天
下
一
閃
」
を
送

り
出
し
た
大
一
商
会
で
長
年
、
開
発
と
し

て
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
大
一
販
売
営
業

戦
略
室
の
五
位
渕
潤
室
長
だ
。

「
液
晶
機
が
主
流
で
あ
る
事
実
は
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
、“
飽あ

き
”
は
必
ず
、

市
場
に
蔓ま

ん
え
ん延
す
る
。
そ
の
“
飽
き
”
を
す

く
い
上
げ
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
性
を
持
っ
た
機

種
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
の
考
え
か
ら

出
た
言
葉
で
す
」

市
場
に
新
た
な
ゲ
ー
ム
性
を
。
そ
の
使

命
感
に
支
え
ら
れ
た
「
天
下
一
閃
」
の
開

発
だ
が
、
ゲ
ー
ム
性
に
つ
い
て
は
、
社
内

で
も
大
き
く
反
応
が
分
か
れ
た
と
か
。

「
羽
根
モ
ノ
や
一
発
機
に
馴
染
ん
だ
世

代
は
文
句
な
く
好
反
応
で
し
た
が
、
若
い

世
代
に
な
る
ほ
ど
、『
ま
っ
た
く
面
白
さ

が
理
解
で
き
な
い
』
と
い
っ
た
意
見
が
多

く
集
ま
り
ま
し
た
」

追
求
し
た
の
は
普
遍
性
で
は
な
く
、
独

自
性
。
む
し
ろ
、
社
内
で
の
意
見
が
分
か

島田ブロック長

「キング観光サウザンド栄若宮大通店」では「天龍∞」「餃子の王将3 7000」は背中合わ
せでの設置。プレーヤーも行き来が多かった

森営業部ストアマネージャー
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同
社
の
高
田
完
人
開
発
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

室
長
は
、「『
天
下
一
閃
』
が
灯
し
た
火
種

を
絶
や
さ
ず
、
ど
う
市
場
を
つ
な
い
で
い

く
か
は
相
当
、
意
識
し
た
」
と
、
そ
の
影

響
は
認
め
つ
つ
も
、ま
た
違
う
観
点
か
ら
、

変
則
機
の
需
要
に
つ
い
て
語
る
。

「『
天
龍
∞
』
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、

今
の
デ
ジ
タ
ル
機
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の

不
安
を
解
消
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま

し
た
」
と
高
田
氏
。

一
つ
は
、
当
た
っ
て
も
本
当
に
投
資
分

を
回
収
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
出
玉
に
対

す
る
不
安
。
も
う
一
つ
は
、
目
に
見
え
な

い
デ
ジ
タ
ル
抽
選
へ
の
不
安
だ
。

「
V
に
入
れ
ば
必
ず
約
7
0
0
0
発
。

こ
の
不
安
を
『
見
え
る
化
』
で
解
消
し
た

単
純
明
快
な
ゲ
ー
ム
性
こ
そ
、
本
機
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
最
大
の
理
由
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

さ
ら
に
、「
天
龍
∞
」
は
、
明
確
な
意

図
を
も
っ
て
、
若
年
層
に
向
け
た
開
発
に

努
め
た
と
明
言
。

「
古
臭
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
デ
ザ
イ
ン

も
、
人
気
漫
画
を
想
起
す
る
三
段
ク
ル
ー

ン
も
す
べ
て
、
若
者
を
意
識
し
た
も
の
。

し
か
し
、
何
よ
り
配は

い
り
ょ慮
し
た
の
は
、
ぶ
っ

こ
み
へ
の
突
入
率
を
含
め
た
、
ゲ
ー
ム
設

計
そ
の
も
の
で
し
た
」

変
則
機
の
よ
う
な
玉
の
動
き
を
楽
し
む

機
種
を
開
発
す
る
場
合
、
過
去
の
再
現
を

意
識
す
る
あ
ま
り
、
往
々
に
し
て
ゲ
ー
ム

自
体
が
古
く
な
り
が
ち
。
高
田
氏
は
「
一

玉
の
ア
ツ
さ
を
追
求
し
た
、
か
つ
て
の
一

発
台
」
的
な
ゲ
ー
ム
で
は
、
今
の
若
者
は

耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
。
ぶ
っ
こ
み
へ
の

突
入
率
は
最
大
限
に
高
め
た
上
で
、
役
物

れ
た
こ
と
で
、「
天
下
一
閃
」
が
コ
ン
セ

プ
ト
に
忠
実
な
機
種
で
あ
る
こ
と
に
手
応

え
を
感
じ
、
固
定
層
の
需
要
は
必
ず
掘
り

起
こ
せ
る
と
、
自
信
を
強
め
た
と
い
う
。

た
だ
、
実
際
に
市
場
に
導
入
し
た
機
種

に
、若
者
が
高
い
反
応
を
示
し
た
こ
と
は
、

想
定
外
だ
っ
た
。

「
当
社
に
寄
せ
ら
れ
た
若
い
ユ
ー
ザ
ー

さ
ま
の
感
想
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
、

『
勝
ち
の
ル
ー
ト
が
目
で
見
え
る
楽
し
さ
』

と『
は
じ
め
て
味
わ
っ
た
玉
で
遊
ぶ
感
覚
』

の
二
つ
。
あ
る
意
味
で
は
、
古
く
て
懐
か

し
い
ゲ
ー
ム
性
が
、
こ
こ
ま
で
新
鮮
な
受

け
止
め
ら
れ
方
を
し
た
の
は
、
う
れ
し
い

驚
き
で
し
た
」

「
天
下
一
閃
」
が
打
ち
上
げ
た
ト
ス
を

「
天
龍
∞
」
と
し
て
、
市
場
に
打
ち
込
ん

だ
の
は
マ
ル
ホ
ン
工
業
。

内
で
弾は

じ

く
ゲ
ー
ム
性
へ
と
開
発
を
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
て
い
っ
た
。

「
こ
の
役
物
に
玉
が
入
り
や
す
い
設
計

は
、
止
め
打
ち
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
、

ア
ウ
ト
を
低
下
さ
せ
な
い
目
的
も
あ
り
ま

し
た
」
と
高
田
氏
。
す
べ
て
の
狙
い
が
市

場
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
、
受
け
る
べ
く
し

て
受
け
た
の
が
「
天
龍
∞
」
な
の
だ
。

今
後
の
変
則
機
の
開
発
動
向
に
つ
い
て
、

「
他
メ
ー
カ
ー
も
変
則
機
の
開
発
を
積
極
化

さ
せ
る
と
の
話
も
耳
に
し
て
お
り
、
変
則

機
市
場
は
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
内
で
の
競
争
へ

と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ま
す
。
互

い
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
、
進
化
し
て
い

け
れ
ば
」
と
五
位
渕
氏
は
語
る
。

片
や
、
マ
ル
ホ
ン
工
業
の
高
田
氏
は
、

「
変
則
機
は
絶
対
必
要
と
い
う
考
え
に
は

縛
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
需
要
が
あ
れ
ば
押

し
、
な
け
れ
ば
引
く
だ
け
。
も
ち
ろ
ん
、

今
は
全
力
で
押
し
の
時
期
と
判
断
し
て
い

ま
す
が
（
笑
）」
と
、
精
力
的
な
開
発
姿

勢
を
仄

ほ
の
めめ
か
す
。

玉
の
動
き
を
楽
し
む
原
点
回
帰
に
と
ど

ま
ら
ず
、
時
代
に
即
し
た
進
化
を
遂と

げ
た

変
則
機
。
新
た
な
市
場
を
開
拓
で
き
る
の

か
。
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

五位渕室長
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